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ロータリーは機会の扉を開く

2020年～2021年度 東京福生ロータリークラブ会長テーマ

2020年～2021年度 会長 齋藤文人
「つなげようロータリーの輪・つたえようロータリアンの想い」
～すべてはみんなのために～ 

本日の
プログラム

次回の
プログラム

太田　泰之　会員

皆様、改めまして本年7月に入会いたしました太田泰
之と申します。本日は、イニシエーションスピーチのお
時間をいただきありがとうございます。僭越ながら、イ
ニシエーションスピーチの方針に則り、頂きましたお
時間の中でお話をさせていただきます。

私は、1976年（昭和51年）1月3日生まれの44歳。
生まれも育ちも、福生市です。1つ上の兄と、3つ下
の弟とに挟まれた次男坊でございます。

現在もですが、小・中・高と特に突出した取り柄はなく
ごくごく平凡な少年期だったと思います。ただ、4年前
に他界した父の社交的な影響で、幼少の頃から町内
会の行事、特にお囃子などのお祭りに参加したり、
ボーイスカウトに入団したり、振り返れば多様な交流
があったと感じております。

現在は、生まれ育った地元に住居と事業所をかまえ
させていただいております。

家族は、私の弟と幼なじみでした妻と、11歳の娘と、
6歳になるプードルの3人1匹体制となっております。

これという趣味はないのが少々悩みではありますが、
最近は妻の生き甲斐となっているマラソンにつきあう
ことがそれとなっているかもしれません。自身として
は、マラソンはまったく興味のなかったことですが、妻
につきあった結果として昨年の青梅マラソン30キロ
を完走できたのは良い経験となり、体力に自信がつ
きました。

また、趣味とは違いますが、妻に朝の「行ってきます」
のキスを心掛けています。科学的な根拠はないです
が、これをすることで、交通事故に遭う確率が少なく
なるだとか、長生きするだとか、収入が上がるだとか、
良いことがあるらしいので、なんとかさせてもらって続
いています。
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8月26日㈬
卓話
点鐘：12時30分～

イニシエーションスピーチ 
米持 明子会員
会員増強月間にちなみ 木村 会員増強委員長

9月2日㈬
卓話
点鐘：12時30分～

岡村　繁雄様
テーマ 「歴史小説に学ぶ　
　　　  吉川英治文学賞の作家と作品」

信じるか信じないかは皆様方次第ですが、私はおす
すめします。

現在、営んでいる事業は主に内装仕上げ工事、住宅
リフォーム工事となります。特に、賃貸住宅の原状回
復工事や新築住宅の内装仕上げ工事を多くいただ
いております。

これは、私の祖父が福生に越してきた当初に襖や障
子、掛け軸などの経師屋がもととなり、後に父が壁紙
や床の仕上げ工事をするようになった有限会社太田
表具店を継承したものとなります。

事情により、太田表具店は廃業となりましたが「泰平
堂」という名称で新たなる事業所を開きました。

父から仕事のノウハウとお客様を引き継ぐことができ
ましたが、私が関わらせていただきました商工会・商
工会青年部や福生青年会議所の会員の方々からも
お仕事のご依頼をいただいたり、私からお仕事のお
願いをしたりと大変お世話になっております。

事業のモットーとしては、お客様に満足していただく
ことはもちろんですが、ご相談いただいた件に関して
は極力対応させていただく「痒い所に手が届く」こと
を心掛けています。しかし、まだまだ至らぬ点がござい
ますので、今後も精進してまいります。

冒頭にお話したように、私の父は社交的で、その影
響なのか私の人生に多様な交流がありました。ひと
まとめに言ってしまうと、幼少から出会った方々のお
陰で現在の私が存在すると感じています。

ここからは、すこし掘り下げて私にとって影響のあっ
たことをお話させていただきたいと思います。

父は、記憶の限りでは多くの交流をしていました。町
内会から消防団、商工会と年がら年中仕事以外に
出かけていました。

当時の私としては、それが当り前の父親のあり方だっ
たと思っていたので、特に寂しいという感情はありま
せんでした。ただ、今思うと残念なのは、その交流の
大半は、遊びが占めていたということです。バブル経
済の時代背景もあったかとは思いますが、仕事はし
ていたものの結果として会社を廃業させた父は、当
時、立川市の内装会社に勤めて太田表具店を継承
するための準備をしていた私にとっては、反面教師と
なりました。

最低限の事業を引き継ぐため、勤めていた会社を退
社し「泰平堂」が始まりました。

で、今後ともよろしくお願いいたします。

山本　伸一　会員

昭和42年に神奈川県横須賀市で生まれ　

青梅市の小中学校を卒業し就職する為に工業高校
に入学しましたが、アルバイトで携わった接客業が自
分に合っているのではないかと思い卒業後ホテルマ
ンになりました。

そこで知り合った先輩からギャンブルを教わりかなり
の借金をしました。

お酒が好きで借金しながらも良く飲んでいましたがい
つか自分でお店を経営したいと思い知り合いのお店
で勉強させて頂き借金の返済のため朝トラックで配
送のアルバイト夜クラブの店長と必死で働き何とか
お店の開業資金が確保でき今のお店を始める事が
出来ました。

1年目は中々順調に進みましたが2年目に入ると厳し
い営業が続き先輩に青年会議所や商工会の加入を
勧められ仲間が増えました。

色々な経験をさせて頂き仲間に助けられて今に至り

屋号を急きょ決めなければならなかったのですが、祖
父からの事業のはじまりである「経師」と、お世話に
なった勤め先の社名「一心堂」とに関連する「堂」と、
私の名前の泰の由来である「泰平」とが脳裏で融合
して案外すんなりと決められました。

何はともあれ、私の仕事や人生において父の影響は
欠かせなかったと感じます。

なんとか、父と共に仕事をしていく環境の中で、消防
団や商工会青年部など、私自身の顔を広げて仕事
につなげられるように関わっていきました。顔をひろげ
て仕事に何らかの見返りがあればという気持ちで関
わっていたましたが、関わっていく中で、仲間が増え
て居心地が良くなり、組織のために協力していこうと
いう思いができました。

ただ、ここまでは自身が思うに親のたどってきた道を
なぞっている感じがありました。そのような中で、青年
会議所に入会したことにより私の人生が大きく変
わったと思います。

青年会議所に入会することは、私なりに覚悟をもっ
てのことでした。青年会議所に関わり、活動の中で
新たな成長のきっかけが多くありました。

この経験によって、私の関わっていた様々な団体で
の役割やその活動に躊躇なく挑むことができたこと
や、人との接し方に大変影響がありました。躊躇なく
様々な活動に挑むことができ、様々な方との出会い
や多くの経験により、私自身が思っていたより成長で
きました。

その青年会議所でお世話になった先輩方が多くい
らっしゃるこの東京福生ロータリークラブにお誘いい
ただいたことに、大変有難く思います。

「人間とは、その人間が今日までに会った人間の総
和である」という言葉をある講演会で聞き、それから
私の人生にとっての道しるべとなっています。生きて
いく中で、様々な人間と出会うことで自身の個性が
育まれるといった意味であり、出会ってきた人間が多
ければ多いほど、その個性は豊になると思います。

東京福生ロータリークラブに入会して、新しい出会い
によって私の個性がより一層豊かになることを期待
しています。

齋藤会長のお言葉にあった「楽しい」組織づくりとい
うのは決して「らく」ではないと思います。「らく」ではな
く「楽しい」を心掛けて、今以上に魅力的なロータ
リークラブになるように私も貢献したいと思いますの

ます。

この度、福生ロータリークラブに入会させて頂き貴重
な経験をさせて頂けた事を感謝いたします。

今後共頑張りますので宜しくお願い致します。
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復工事や新築住宅の内装仕上げ工事を多くいただ
いております。

これは、私の祖父が福生に越してきた当初に襖や障
子、掛け軸などの経師屋がもととなり、後に父が壁紙
や床の仕上げ工事をするようになった有限会社太田
表具店を継承したものとなります。

事情により、太田表具店は廃業となりましたが「泰平
堂」という名称で新たなる事業所を開きました。

父から仕事のノウハウとお客様を引き継ぐことができ
ましたが、私が関わらせていただきました商工会・商
工会青年部や福生青年会議所の会員の方々からも
お仕事のご依頼をいただいたり、私からお仕事のお
願いをしたりと大変お世話になっております。

事業のモットーとしては、お客様に満足していただく
ことはもちろんですが、ご相談いただいた件に関して
は極力対応させていただく「痒い所に手が届く」こと
を心掛けています。しかし、まだまだ至らぬ点がござい
ますので、今後も精進してまいります。

冒頭にお話したように、私の父は社交的で、その影
響なのか私の人生に多様な交流がありました。ひと
まとめに言ってしまうと、幼少から出会った方々のお
陰で現在の私が存在すると感じています。

ここからは、すこし掘り下げて私にとって影響のあっ
たことをお話させていただきたいと思います。

父は、記憶の限りでは多くの交流をしていました。町
内会から消防団、商工会と年がら年中仕事以外に
出かけていました。

当時の私としては、それが当り前の父親のあり方だっ
たと思っていたので、特に寂しいという感情はありま
せんでした。ただ、今思うと残念なのは、その交流の
大半は、遊びが占めていたということです。バブル経
済の時代背景もあったかとは思いますが、仕事はし
ていたものの結果として会社を廃業させた父は、当
時、立川市の内装会社に勤めて太田表具店を継承
するための準備をしていた私にとっては、反面教師と
なりました。

最低限の事業を引き継ぐため、勤めていた会社を退
社し「泰平堂」が始まりました。

で、今後ともよろしくお願いいたします。

山本　伸一　会員

昭和42年に神奈川県横須賀市で生まれ　

青梅市の小中学校を卒業し就職する為に工業高校
に入学しましたが、アルバイトで携わった接客業が自
分に合っているのではないかと思い卒業後ホテルマ
ンになりました。

そこで知り合った先輩からギャンブルを教わりかなり
の借金をしました。

お酒が好きで借金しながらも良く飲んでいましたがい
つか自分でお店を経営したいと思い知り合いのお店
で勉強させて頂き借金の返済のため朝トラックで配
送のアルバイト夜クラブの店長と必死で働き何とか
お店の開業資金が確保でき今のお店を始める事が
出来ました。

1年目は中々順調に進みましたが2年目に入ると厳し
い営業が続き先輩に青年会議所や商工会の加入を
勧められ仲間が増えました。

色々な経験をさせて頂き仲間に助けられて今に至り

屋号を急きょ決めなければならなかったのですが、祖
父からの事業のはじまりである「経師」と、お世話に
なった勤め先の社名「一心堂」とに関連する「堂」と、
私の名前の泰の由来である「泰平」とが脳裏で融合
して案外すんなりと決められました。

何はともあれ、私の仕事や人生において父の影響は
欠かせなかったと感じます。

なんとか、父と共に仕事をしていく環境の中で、消防
団や商工会青年部など、私自身の顔を広げて仕事
につなげられるように関わっていきました。顔をひろげ
て仕事に何らかの見返りがあればという気持ちで関
わっていたましたが、関わっていく中で、仲間が増え
て居心地が良くなり、組織のために協力していこうと
いう思いができました。

ただ、ここまでは自身が思うに親のたどってきた道を
なぞっている感じがありました。そのような中で、青年
会議所に入会したことにより私の人生が大きく変
わったと思います。

青年会議所に入会することは、私なりに覚悟をもっ
てのことでした。青年会議所に関わり、活動の中で
新たな成長のきっかけが多くありました。

この経験によって、私の関わっていた様々な団体で
の役割やその活動に躊躇なく挑むことができたこと
や、人との接し方に大変影響がありました。躊躇なく
様々な活動に挑むことができ、様々な方との出会い
や多くの経験により、私自身が思っていたより成長で
きました。

その青年会議所でお世話になった先輩方が多くい
らっしゃるこの東京福生ロータリークラブにお誘いい
ただいたことに、大変有難く思います。

「人間とは、その人間が今日までに会った人間の総
和である」という言葉をある講演会で聞き、それから
私の人生にとっての道しるべとなっています。生きて
いく中で、様々な人間と出会うことで自身の個性が
育まれるといった意味であり、出会ってきた人間が多
ければ多いほど、その個性は豊になると思います。

東京福生ロータリークラブに入会して、新しい出会い
によって私の個性がより一層豊かになることを期待
しています。

齋藤会長のお言葉にあった「楽しい」組織づくりとい
うのは決して「らく」ではないと思います。「らく」ではな
く「楽しい」を心掛けて、今以上に魅力的なロータ
リークラブになるように私も貢献したいと思いますの

ます。

この度、福生ロータリークラブに入会させて頂き貴重
な経験をさせて頂けた事を感謝いたします。

今後共頑張りますので宜しくお願い致します。



太田　泰之　会員

皆様、改めまして本年7月に入会いたしました太田泰
之と申します。本日は、イニシエーションスピーチのお
時間をいただきありがとうございます。僭越ながら、イ
ニシエーションスピーチの方針に則り、頂きましたお
時間の中でお話をさせていただきます。

私は、1976年（昭和51年）1月3日生まれの44歳。
生まれも育ちも、福生市です。1つ上の兄と、3つ下
の弟とに挟まれた次男坊でございます。

現在もですが、小・中・高と特に突出した取り柄はなく
ごくごく平凡な少年期だったと思います。ただ、4年前
に他界した父の社交的な影響で、幼少の頃から町内
会の行事、特にお囃子などのお祭りに参加したり、
ボーイスカウトに入団したり、振り返れば多様な交流
があったと感じております。

現在は、生まれ育った地元に住居と事業所をかまえ
させていただいております。

家族は、私の弟と幼なじみでした妻と、11歳の娘と、
6歳になるプードルの3人1匹体制となっております。

これという趣味はないのが少々悩みではありますが、
最近は妻の生き甲斐となっているマラソンにつきあう
ことがそれとなっているかもしれません。自身として
は、マラソンはまったく興味のなかったことですが、妻
につきあった結果として昨年の青梅マラソン30キロ
を完走できたのは良い経験となり、体力に自信がつ
きました。

また、趣味とは違いますが、妻に朝の「行ってきます」
のキスを心掛けています。科学的な根拠はないです
が、これをすることで、交通事故に遭う確率が少なく
なるだとか、長生きするだとか、収入が上がるだとか、
良いことがあるらしいので、なんとかさせてもらって続
いています。

・出席報告

出席報告 2020年8月19日

会 員 出 席 欠 席 免 除 出席率

 44名 38名 2名 4名 95%

前回（8/5）の出席率訂正報告　80％→82.5％

・会長報告

　◇8/7・8/17　持回り理事会報告
　◇2020年7月　
　　①熊本豪雨災害支援金  ②福岡豪雨災害支援金
　　8/5例会にて募金箱を回しました。8/5例会欠席さ
　　れた方、よろしくお願い致します。

　◇第2482回（8/5））会報回覧
　◇例会臨時変更　東京武蔵村山RC　　
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　◇希望の風募金ご協力ください。

　◇佐藤社会奉仕委員長
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・委員会報告
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また、趣味とは違いますが、妻に朝の「行ってきます」
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なるだとか、長生きするだとか、収入が上がるだとか、
良いことがあるらしいので、なんとかさせてもらって続
いています。

　◇石川ビジョン委員長　
　　第6回ビジョン委員会報告

　◇前年度　岸野会計委員長　
　　会計報告

　◇前年度　杉本会計監査委員長　
　　会計監査報告

　齋藤　文人会長　
　　比留間地区職業奉仕委員長　ようこそお越しくだ
　　さいました。
　　太田会員、山本会員　イニシエーションスピーチ
　　楽しみにしています。
　入江　誠一幹事　
　　東京武蔵村山ロータリークラブ　比留間地区小公
　　卿奉仕委員長ようこそおこし下さいました。
　　メンバーの皆様　本日も宜しくお願いいたします。
　　太田さん、山本さんスピーチ楽しみにしてます。
　木下　邦彦会員　
　　誕生日を祝っていただき有難うございます。
　　先週　お金を忘れました。
　冨田　勝也会員　
　　誕生日を迎えました。ありがとうございます。
　岡田　丈尋会員　
　　太田会員、山本（伸）会員、ｲイニシエーションスピー
　　チ楽しみにしてます。
　武藤　寿信会員　
　　妻の誕生日を祝っていただき有難うございました。
　太田　泰之会員　
　　本日は私のお話のためにお時間をいただきありがと
　　うございました。
　山本　伸一会員　
　　本日よろしくお願い致します。緊張でドキドキです。
　山本　仁志会員　
　　太田会員、山本会員、本日は卓話よろしくお願い
　　します。

・ニコニコＢＯＸ

本日の合計額　¥47,000

累計 ¥586,000
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を心掛けています。しかし、まだまだ至らぬ点がござい
ますので、今後も精進してまいります。

冒頭にお話したように、私の父は社交的で、その影
響なのか私の人生に多様な交流がありました。ひと
まとめに言ってしまうと、幼少から出会った方々のお
陰で現在の私が存在すると感じています。

ここからは、すこし掘り下げて私にとって影響のあっ
たことをお話させていただきたいと思います。

父は、記憶の限りでは多くの交流をしていました。町
内会から消防団、商工会と年がら年中仕事以外に
出かけていました。

当時の私としては、それが当り前の父親のあり方だっ
たと思っていたので、特に寂しいという感情はありま
せんでした。ただ、今思うと残念なのは、その交流の
大半は、遊びが占めていたということです。バブル経
済の時代背景もあったかとは思いますが、仕事はし
ていたものの結果として会社を廃業させた父は、当
時、立川市の内装会社に勤めて太田表具店を継承
するための準備をしていた私にとっては、反面教師と
なりました。

最低限の事業を引き継ぐため、勤めていた会社を退
社し「泰平堂」が始まりました。

で、今後ともよろしくお願いいたします。

山本　伸一　会員

昭和42年に神奈川県横須賀市で生まれ　

青梅市の小中学校を卒業し就職する為に工業高校
に入学しましたが、アルバイトで携わった接客業が自
分に合っているのではないかと思い卒業後ホテルマ
ンになりました。

そこで知り合った先輩からギャンブルを教わりかなり
の借金をしました。

お酒が好きで借金しながらも良く飲んでいましたがい
つか自分でお店を経営したいと思い知り合いのお店
で勉強させて頂き借金の返済のため朝トラックで配
送のアルバイト夜クラブの店長と必死で働き何とか
お店の開業資金が確保でき今のお店を始める事が
出来ました。

1年目は中々順調に進みましたが2年目に入ると厳し
い営業が続き先輩に青年会議所や商工会の加入を
勧められ仲間が増えました。

色々な経験をさせて頂き仲間に助けられて今に至り

屋号を急きょ決めなければならなかったのですが、祖
父からの事業のはじまりである「経師」と、お世話に
なった勤め先の社名「一心堂」とに関連する「堂」と、
私の名前の泰の由来である「泰平」とが脳裏で融合
して案外すんなりと決められました。

何はともあれ、私の仕事や人生において父の影響は
欠かせなかったと感じます。

なんとか、父と共に仕事をしていく環境の中で、消防
団や商工会青年部など、私自身の顔を広げて仕事
につなげられるように関わっていきました。顔をひろげ
て仕事に何らかの見返りがあればという気持ちで関
わっていたましたが、関わっていく中で、仲間が増え
て居心地が良くなり、組織のために協力していこうと
いう思いができました。

ただ、ここまでは自身が思うに親のたどってきた道を
なぞっている感じがありました。そのような中で、青年
会議所に入会したことにより私の人生が大きく変
わったと思います。

青年会議所に入会することは、私なりに覚悟をもっ
てのことでした。青年会議所に関わり、活動の中で
新たな成長のきっかけが多くありました。

この経験によって、私の関わっていた様々な団体で
の役割やその活動に躊躇なく挑むことができたこと
や、人との接し方に大変影響がありました。躊躇なく
様々な活動に挑むことができ、様々な方との出会い
や多くの経験により、私自身が思っていたより成長で
きました。

その青年会議所でお世話になった先輩方が多くい
らっしゃるこの東京福生ロータリークラブにお誘いい
ただいたことに、大変有難く思います。

「人間とは、その人間が今日までに会った人間の総
和である」という言葉をある講演会で聞き、それから
私の人生にとっての道しるべとなっています。生きて
いく中で、様々な人間と出会うことで自身の個性が
育まれるといった意味であり、出会ってきた人間が多
ければ多いほど、その個性は豊になると思います。

東京福生ロータリークラブに入会して、新しい出会い
によって私の個性がより一層豊かになることを期待
しています。

齋藤会長のお言葉にあった「楽しい」組織づくりとい
うのは決して「らく」ではないと思います。「らく」ではな
く「楽しい」を心掛けて、今以上に魅力的なロータ
リークラブになるように私も貢献したいと思いますの

ます。

この度、福生ロータリークラブに入会させて頂き貴重
な経験をさせて頂けた事を感謝いたします。

今後共頑張りますので宜しくお願い致します。



太田　泰之　会員

皆様、改めまして本年7月に入会いたしました太田泰
之と申します。本日は、イニシエーションスピーチのお
時間をいただきありがとうございます。僭越ながら、イ
ニシエーションスピーチの方針に則り、頂きましたお
時間の中でお話をさせていただきます。

私は、1976年（昭和51年）1月3日生まれの44歳。
生まれも育ちも、福生市です。1つ上の兄と、3つ下
の弟とに挟まれた次男坊でございます。

現在もですが、小・中・高と特に突出した取り柄はなく
ごくごく平凡な少年期だったと思います。ただ、4年前
に他界した父の社交的な影響で、幼少の頃から町内
会の行事、特にお囃子などのお祭りに参加したり、
ボーイスカウトに入団したり、振り返れば多様な交流
があったと感じております。

現在は、生まれ育った地元に住居と事業所をかまえ
させていただいております。

家族は、私の弟と幼なじみでした妻と、11歳の娘と、
6歳になるプードルの3人1匹体制となっております。

これという趣味はないのが少々悩みではありますが、
最近は妻の生き甲斐となっているマラソンにつきあう
ことがそれとなっているかもしれません。自身として
は、マラソンはまったく興味のなかったことですが、妻
につきあった結果として昨年の青梅マラソン30キロ
を完走できたのは良い経験となり、体力に自信がつ
きました。

また、趣味とは違いますが、妻に朝の「行ってきます」
のキスを心掛けています。科学的な根拠はないです
が、これをすることで、交通事故に遭う確率が少なく
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良いことがあるらしいので、なんとかさせてもらって続
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らっしゃるこの東京福生ロータリークラブにお誘いい
ただいたことに、大変有難く思います。

「人間とは、その人間が今日までに会った人間の総
和である」という言葉をある講演会で聞き、それから
私の人生にとっての道しるべとなっています。生きて
いく中で、様々な人間と出会うことで自身の個性が
育まれるといった意味であり、出会ってきた人間が多
ければ多いほど、その個性は豊になると思います。

東京福生ロータリークラブに入会して、新しい出会い
によって私の個性がより一層豊かになることを期待
しています。

齋藤会長のお言葉にあった「楽しい」組織づくりとい
うのは決して「らく」ではないと思います。「らく」ではな
く「楽しい」を心掛けて、今以上に魅力的なロータ
リークラブになるように私も貢献したいと思いますの

ます。

この度、福生ロータリークラブに入会させて頂き貴重
な経験をさせて頂けた事を感謝いたします。

今後共頑張りますので宜しくお願い致します。
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太田　泰之　会員

皆様、改めまして本年7月に入会いたしました太田泰
之と申します。本日は、イニシエーションスピーチのお
時間をいただきありがとうございます。僭越ながら、イ
ニシエーションスピーチの方針に則り、頂きましたお
時間の中でお話をさせていただきます。

私は、1976年（昭和51年）1月3日生まれの44歳。
生まれも育ちも、福生市です。1つ上の兄と、3つ下
の弟とに挟まれた次男坊でございます。

現在もですが、小・中・高と特に突出した取り柄はなく
ごくごく平凡な少年期だったと思います。ただ、4年前
に他界した父の社交的な影響で、幼少の頃から町内
会の行事、特にお囃子などのお祭りに参加したり、
ボーイスカウトに入団したり、振り返れば多様な交流
があったと感じております。

現在は、生まれ育った地元に住居と事業所をかまえ
させていただいております。

家族は、私の弟と幼なじみでした妻と、11歳の娘と、
6歳になるプードルの3人1匹体制となっております。

これという趣味はないのが少々悩みではありますが、
最近は妻の生き甲斐となっているマラソンにつきあう
ことがそれとなっているかもしれません。自身として
は、マラソンはまったく興味のなかったことですが、妻
につきあった結果として昨年の青梅マラソン30キロ
を完走できたのは良い経験となり、体力に自信がつ
きました。

また、趣味とは違いますが、妻に朝の「行ってきます」
のキスを心掛けています。科学的な根拠はないです
が、これをすることで、交通事故に遭う確率が少なく
なるだとか、長生きするだとか、収入が上がるだとか、
良いことがあるらしいので、なんとかさせてもらって続
いています。

・点　鐘　齋藤会長

信じるか信じないかは皆様方次第ですが、私はおす
すめします。

現在、営んでいる事業は主に内装仕上げ工事、住宅
リフォーム工事となります。特に、賃貸住宅の原状回
復工事や新築住宅の内装仕上げ工事を多くいただ
いております。

これは、私の祖父が福生に越してきた当初に襖や障
子、掛け軸などの経師屋がもととなり、後に父が壁紙
や床の仕上げ工事をするようになった有限会社太田
表具店を継承したものとなります。

事情により、太田表具店は廃業となりましたが「泰平
堂」という名称で新たなる事業所を開きました。

父から仕事のノウハウとお客様を引き継ぐことができ
ましたが、私が関わらせていただきました商工会・商
工会青年部や福生青年会議所の会員の方々からも
お仕事のご依頼をいただいたり、私からお仕事のお
願いをしたりと大変お世話になっております。

事業のモットーとしては、お客様に満足していただく
ことはもちろんですが、ご相談いただいた件に関して
は極力対応させていただく「痒い所に手が届く」こと
を心掛けています。しかし、まだまだ至らぬ点がござい
ますので、今後も精進してまいります。

冒頭にお話したように、私の父は社交的で、その影
響なのか私の人生に多様な交流がありました。ひと
まとめに言ってしまうと、幼少から出会った方々のお
陰で現在の私が存在すると感じています。

ここからは、すこし掘り下げて私にとって影響のあっ
たことをお話させていただきたいと思います。

父は、記憶の限りでは多くの交流をしていました。町
内会から消防団、商工会と年がら年中仕事以外に
出かけていました。

当時の私としては、それが当り前の父親のあり方だっ
たと思っていたので、特に寂しいという感情はありま
せんでした。ただ、今思うと残念なのは、その交流の
大半は、遊びが占めていたということです。バブル経
済の時代背景もあったかとは思いますが、仕事はし
ていたものの結果として会社を廃業させた父は、当
時、立川市の内装会社に勤めて太田表具店を継承
するための準備をしていた私にとっては、反面教師と
なりました。

最低限の事業を引き継ぐため、勤めていた会社を退
社し「泰平堂」が始まりました。

で、今後ともよろしくお願いいたします。

山本　伸一　会員

昭和42年に神奈川県横須賀市で生まれ　

青梅市の小中学校を卒業し就職する為に工業高校
に入学しましたが、アルバイトで携わった接客業が自
分に合っているのではないかと思い卒業後ホテルマ
ンになりました。

そこで知り合った先輩からギャンブルを教わりかなり
の借金をしました。

お酒が好きで借金しながらも良く飲んでいましたがい
つか自分でお店を経営したいと思い知り合いのお店
で勉強させて頂き借金の返済のため朝トラックで配
送のアルバイト夜クラブの店長と必死で働き何とか
お店の開業資金が確保でき今のお店を始める事が
出来ました。

1年目は中々順調に進みましたが2年目に入ると厳し
い営業が続き先輩に青年会議所や商工会の加入を
勧められ仲間が増えました。

色々な経験をさせて頂き仲間に助けられて今に至り

屋号を急きょ決めなければならなかったのですが、祖
父からの事業のはじまりである「経師」と、お世話に
なった勤め先の社名「一心堂」とに関連する「堂」と、
私の名前の泰の由来である「泰平」とが脳裏で融合
して案外すんなりと決められました。

何はともあれ、私の仕事や人生において父の影響は
欠かせなかったと感じます。

なんとか、父と共に仕事をしていく環境の中で、消防
団や商工会青年部など、私自身の顔を広げて仕事
につなげられるように関わっていきました。顔をひろげ
て仕事に何らかの見返りがあればという気持ちで関
わっていたましたが、関わっていく中で、仲間が増え
て居心地が良くなり、組織のために協力していこうと
いう思いができました。

ただ、ここまでは自身が思うに親のたどってきた道を
なぞっている感じがありました。そのような中で、青年
会議所に入会したことにより私の人生が大きく変
わったと思います。

青年会議所に入会することは、私なりに覚悟をもっ
てのことでした。青年会議所に関わり、活動の中で
新たな成長のきっかけが多くありました。

この経験によって、私の関わっていた様々な団体で
の役割やその活動に躊躇なく挑むことができたこと
や、人との接し方に大変影響がありました。躊躇なく
様々な活動に挑むことができ、様々な方との出会い
や多くの経験により、私自身が思っていたより成長で
きました。

その青年会議所でお世話になった先輩方が多くい
らっしゃるこの東京福生ロータリークラブにお誘いい
ただいたことに、大変有難く思います。

「人間とは、その人間が今日までに会った人間の総
和である」という言葉をある講演会で聞き、それから
私の人生にとっての道しるべとなっています。生きて
いく中で、様々な人間と出会うことで自身の個性が
育まれるといった意味であり、出会ってきた人間が多
ければ多いほど、その個性は豊になると思います。

東京福生ロータリークラブに入会して、新しい出会い
によって私の個性がより一層豊かになることを期待
しています。

齋藤会長のお言葉にあった「楽しい」組織づくりとい
うのは決して「らく」ではないと思います。「らく」ではな
く「楽しい」を心掛けて、今以上に魅力的なロータ
リークラブになるように私も貢献したいと思いますの

ます。

この度、福生ロータリークラブに入会させて頂き貴重
な経験をさせて頂けた事を感謝いたします。

今後共頑張りますので宜しくお願い致します。


